
酸化還元反応を対象にして，電導性固定相（PGC粒子）を作用電極として外部から電場を印加することにより酸化還元平衡を制御するオンカラム酸化還元化学種変換HPLCシステムの構築を行った。ヒドロキノンとカテコール

 

の保持体積およびピーク面積と印加電位の関係から，可逆的酸化還元反応を示す物質については酸化還元反応を二次的化学平衡としてHPLCに導入できること，およびカラムには電位が均一に印加されていることを明らかに

 

した。これらの結果に基づいて，印加電位を制御することによりo-，m-，p-ジヒドロキシベンゼン，チロシン，ドーパの相互分離を達成した。
一方，高温高圧水を移動相とするクロマトグラフィーシステムについてイオン交換クロマトグラフィーを対象として基礎検討を行った。その結果，無機イオンの保持に及ぼす温度効果はイオンの水和構造の変化によって定性的

 

に説明できた。これにより、これまで不明であった無機イオンの保持の温度依存性が溶離電解質によって異なる現象を説明することが可能になった。
今後は高温高圧水を移動相とする酸化還元化学種変換HPLCへと研究の展開をはかる。

高温高圧下（100-200℃，数MPa）の水を分離溶媒，反応溶媒として利用することによって従来にはない環境適合型分離分析システムの実現が可能である。超高温水クロマトグラフィー(SWC)は，この高温高圧水を移動相とす

 

るクロマトグラフィーで，有機溶媒を全く使用せずに水だけを移動相として疎水性有機化合物を分離する逆相HPLCの可能性が開かれた。しかし，これまでのところ，SWCの特長としては単に移動相に添加される有機溶媒を低減

 

する効果と移動相-固定相間の物質移動速度が高まることによる高分離能化の可能性が示されているのみで，従来のHPLCに優る分離選択性，高分離能を獲得できていない。一方研究代表者は，これまでHPLC分離場に化学

 

反応を導入して分離選択性を向上させる研究を行い，酸化還元反応を接触的に加速する多孔質グラファイト(PGC)をカラム充填剤として用いることにより，酸化還元反応を二次的化学平衡(SCE)としてHPLCに組み込んだオンカ

 

ラム酸化還元化学種変換HPLCを創案した。本研究では，高温高圧水を用いる環境適合型反応選択的高速分離分析システムの開発を目指して，特に酸化還元反応を対象にし，電導性固定相を作用電極として外部から電場を

 

印加することにより酸化還元平衡を制御するオンカラム電気化学的酸化還元化学種変換HPLCシステムの構築を行った。一方，このシステムのSWCへの適用と分離の高速化を目的として，イオン交換SWCシステムの構築を行

 

い，SWCの操作条件を検討した。
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